
CO2フリー水素普及シナリオ研究 2020.9.16

燃料転換 （火力発電： LNG ⇒ 水素） IAE

火力発電における LNGから水素への燃料転換
スケールアップ効果等により期待される水素供給価格の低下と、想定されるカーボンプライスを上乗せしたLNG

コンバインドと等価発電となる燃料水素価格の上昇が交差する所を燃料転換点とし、水素価格・水素需要量・時
期を参考（議論のたたき台）として示した。

その結果、発電所への水素供給価格が 22 円～23 円/Nm3 レベル、国内水素需要量が合計で 750 億Nm3/年
レベルになると想定される 2045年頃 に燃料転換が起き得る。
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下降茶線： スケールアップ効果等により期待される水素供給価格の低下
（METI目標： 30円/Nm3@2030年、 20円/Nm3@2050年）

上昇緑線： 想定されるカーボンプライスを上乗せしたLNGコンバインドと等価発電となる燃料水素価格の上
昇

LNGコンバインドの発電コストは、発電コスト等の検証に関する報告の発電コスト（*1）に基づく。
（*1： 2030年のLNG コンバインド火力： 資本費＋運転維持費＋燃料費 = 11.6 円/ｋＷｈ）

カーボンプライスは、2030年と2040年はWEO2014 の新政策シナリオに基づき、2050年はIAEにて外挿。
・ 21.3 円/Ｎm3 （11.6 円/ｋＷｈ + 1.3円/kWh（3.7千円/t‐CO2） =  12.9 円/kWh） @ 2030
・ 22.1 円/Ｎm3 （11.6 円/ｋＷｈ + 1.8円/kWh（5.0千円/t‐CO2） =  13.4 円/kWh） @ 2040

燃料転換

2030 年
30 円/Nm3

21 円/Nm3 

（12.9 円/kWh）

2045 年頃
22.5 円/Nm3

（13.6 円/kWh）

2050 年
23 円/Nm3

（13.9 円/kWh）

20 円/Nm3 

（発電コスト）

＜燃料転換時の水素価格の推定＞

＜燃料転換時の水素需給量の推定＞
METIの目標値（34 億Nm3/年 @2030年、 1,120億 Nm3/年 @2050年）や、KHIの公表データ（下図：

500 億Nm3/年 @2040年、 1,000億 Nm3/年 @2050年）等を踏まえ、750 億Nm3/年 @2045年と推定した。

450 万トン/年と 900 万トン/年
の平均 = 675 万トン/年

 =  750 億Nm
3/年 （推定 by IAE）

火力発電におけるLNGから水素への燃料転換の可能性検討（水素価格と時期）
【補足】 スケールアップ効等により期待される水素供給価格の低下と

 想定されるカーボンプライスを上乗せしたLNGコンバインドと等価発電となる燃料水素価格の上昇の関係


